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20250921 「災害とデマ」                                      小笠原 
 

災害現場での実践体験が具体的に書かれており、著者のやっていることに、素直に偉いなあと感心しました。 

著者のジャーナリズム的姿勢から、概して記載内容に「信頼がおける」と感じました。 
 

●用語 / 著者の言葉 

オープンジャーナリズム(P42) デジタル時代のニュースメディア。取材者が市民と共に事実を掘り起こしていく手法 

パブリックアクセス(P145) 国家が有する資源は、国民であれば誰でも使うことができる「権利」。（例：電波） 

OSINT（オシント）  

Open Source Intelligence 

公開されている情報を収集・分析し、活用可能な状態にする手法 

情報：インターネット上のウェブサイト、SNS、公開データベース、報道記事など 

8bitNews（P153） 著者が立ち上げた、市民投稿型の映像ニュースサイト 

著者の言葉 

 

主語を小さく 読者に響くように、では。 

鳥の目、魚の目、虫の目 マクロ、ミクロに加え、魚眼レンズのように視野を広げて（かな） 
 

●私のフェイクニュースについての雑感 

マークトウェイン 

100年以上前 

「真実が靴を履いている間に、嘘は世界を半周する」(今だったら嘘は光の速さで地球を回る) 

A lie can travel half way around the world while the truth is putting on its shoes. 

「天災」と「人災」 フェイク情報は天災時に人災を引き起こす。 

リツイートやめろ！ フェイク情報作成者は意図を持って（頭を使って）作るので、それはそれでありだが、リツイー

トする連中は全く頭を使っていない、〇〇な連中である。 
 

●私のメディアに対するスタンス 

メディアは常に噓をつく メディアは自分達の意図に沿うように主張し、常に嘘をつく（私の経験を時間があったら別途） 

ということで、私の書いたことも全面的には信用なさいませぬように。 
 

●福島原発事故時のミスリードを狙った報道（事故：20110311） 
 

外部電源が「通電」した 

 

正しくは外部電源を「接続」した。実際には、内部電源が破損し、機器は働かない。 

⇒ 「通電」という専門用語で、読者にいかにも正常に働くというイメージを持たせている。 

制御室点灯 

 

大きな見出しを付けているが、詳しく読むと、制御室の照明が点灯しただけ。 

つまり、懐中電灯での作業が不要になっただけ。 

⇒ 読者に、制御室が正常に働くようになるのかな、と思わせている。 

1階の電源部は津波で壊滅、2階の制御室の制御装置も、結局、復旧することはなかった。 

 

（東電記事）「その後外部電源復旧工事も開始され、29日までに全号機の中央制御室の照明が外
部電源により復旧しました。」⇒ これをなんで大見出しで書く必要があるんだ。プンプン 

「冷温停止状態」で安定している 

 

 

東北電力 ワード解説： 

原子炉に制御棒が挿入され、核分

裂反応が収束したあと、冷却を続

けることによって原子炉の温度を

100℃以下に安定的に保つことを、

冷温停止といいます。（つまり、正

常運転の用語） 

当時の首相は「原子炉は冷温停止状態に達し～」「安定状態を達成し、事故そのものが収束

に至ったと判断される」と表明。 

「冷温停止」は、専門家が言う通り、そもそも通常の運転の1状態で、原子炉が安全に停止し

ている状態を示す用語。原子炉が壊れちゃったので外部から無理に冷やし続けている状態

では、せいぜい「冷温停止疑似状態」。 
 

例えれば、この状態は、24時間透析しっぱなしでないと生きら

れない患者のようなもの。24 時間透析なしではいられない患

者を、「安定状態を達成している」といえますか？ 
 

TVなどのメディア ⇒ 当初は「冷温停止状態」とアナウンス。 

次第に「冷温」を取って「停止状態」とアナウンスするように 

なった。お達しがあったのか？メディアが示し合わせたのか？ 
 

現在でも溶解してできた燃料デブリを冷却し続けており、汚染水となっている。 
 

アンダーコントロール  

2013年（原発事故は 2011年） 

某首相の国際的、まあ、ウソ（ブエノスアイレスの国際オリンピック委員会総会）「Some may have 

concerns about Fukushima. Let me assure you, the situation is under control.」 

以上 


